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「西村屋　和味旬彩」メニューに高レスポンス
“イメージ払拭”にも効果大！

　９月２７日号のグルメ企画内、５　1/3段カラーペイドパブリシティ。競合他店の掲載事例を見ての初出稿となりま

した。城崎の老舗旅館「西村屋」が経営する同店は、“カニ料理”のイメージを払拭するため、屋号を変更し「西村
屋　和味旬彩」に。手軽に楽しめる和食懐石「ぱれっと松花堂“花”」３８００円（１０月１日～１５日限定）を訴求し
たところ、初日から「リビングを見て」と毎日２０～３０件の予約が入り、合計約５００人の来店につながりました。さ
らに、帰り際の来店者へのアンケート調査では「カニ料理のお店だと思っていたけれど、和食も楽しめると知った」
というコメントも多数。同店からは「予想以上の反響に驚いている。忙しいので従業員の教育にも役立っているし、
カニ料理のイメージを払拭できたので良かった」と高い評価をいただきました。

●データファイル
・クライアント／　西村屋　和味旬彩　　　　　　　　　
・掲載号／　２００３年９月２７日号　
・スペース　／ ５　1/3段、カラーペイドパブリシティ

・掲載エリア／神戸東・神戸西
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